


との土地の標高の違い，②地震と同時に生じた地盤の隆起量の違い，③海底の地形や波源域との位
置関係などの要因と考えられます。今後，慎重に検討する必要があります。 
 
３）地図から読み取れる津波の高さ（遡上高） 
能登町白丸では標高 4 m を超える地点まで津波が到達し，住宅の流失や損壊といった大きな被
害が認められました（図 2）。その一部は標高 5 mに達した可能性もあります。また，第二報まで
に報告したように，珠洲市狼煙町の狼煙漁港や三崎町の寺家漁港では標高3 mを超える地点まで，
珠洲市宝立町鵜飼では最高で標高 3 m程度，海岸から約 400 mと最も内陸まで津波が到達してい
ることが確認できました。 
ただし，今回わかった津波の高さは地震前の標高データをもとに読み取ったものです。今回の地
震と同時に，電子基準点「輪島」のある輪島市小伊勢町では地殻変動により 105.8 cm隆起し，電
子基準点「珠洲」のある珠洲市野々江町では 25.6 cm隆起したことが，国土地理院による解析（h
ttps://www.gsi.go.jp/common/000253944.pdf）により確認されているため，これらの地域では
読み取った値よりも津波は高かったと考えられます。 
 
４）津波浸水による被害の少ない地域 
能登町南部や穴水町から七尾市にかけての七尾湾西岸，志賀町では，報道や地元住民の SNS 等
により津波浸水の報告はあるものの，道路や人家に大きな被害を与えるほどの顕著な津波浸水の痕
跡を確認できませんでした。津波による潮位の変化はあったものの，流速が小さく，大きな被害に
ならなかった可能性があります。 
 
4．今後の予定 
・今後，情報の精度を改めて確認し，必要に応じて情報を更新する予定です。 
・更新した場合，その地理データ（kml ファイル【Google Earth 用】，geojson ファイル【地理院
地図用】，shpファイル【その他GISソフト用】）は（公社）日本地理学会のwebサイト（http://ajg-
disaster.blogspot.com/）に随時掲載していきます。 
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図 1 能登半島北部における津波浸水範囲の分布 

赤色の範囲は津波が浸水した範囲。 
背景は地理院地図の標準地図と基盤地図情報DEMを重ね合わせたもの。 



 
図 2 能登町白丸における判読結果の表示例 

左図の赤色の範囲は津波が浸水した範囲を示す。 
右図は地震後（1月 5日撮影）の空中写真（正射画像）。 


